
 

 
 
 

 梅雨明け後における灌水の重要性 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

● ６月 11 日の梅雨入り以降、曇雨天が続いています。平年の梅雨明けは７月 21 日近

辺なのでもう少しの辛抱です。 

● 梅雨明け直後は晴天が続き、急激に気温が上昇します。人間だけでなく樹もまだ高

温に慣れていません。高温障害や乾燥に注意しましょう。 

● 除袋後の果実は、強い日差しや降雨などにより裂果が発生しやすくなるので、枝葉

の利用やマルチを調整して光量を加減しましょう。 

● モモ樹が１年間に吸収する総水量の６割は夏季によります。葉を冷却し、果実肥大

を促進するためには、定期的な潅水等の適正な水管理が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

除袋後に裂果した果実（白鳳）       

 

● 早生品種の収穫が終わっても続いて中晩生種やブドウが

待っています。収穫後の畑から多少、遠ざかりがちな期

間となります。 

● せん孔細菌病を来年に持ち越さないために樹体に傷を作

らないことが重要です。台風等風水害の恐れがある際に

は支柱立てや事後の薬剤散布等を行います。 

● 久しぶりに畑に行ったら、雑草が随分と伸びていたとか、

アメリカシロヒトリがついていたという話は時々聞く話

です。収穫後も時々は畑の様子を見ながら状況に応じた

管理を行いましょう。 

収穫後の管理をお忘れなく 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨県農業共済組合  

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 

アメリカシロヒトリの巣網       


